






































































































































































先行研究    
清水美憲(1995)では，分数の除法の問題解
















































































図 4.1 分数の除法における問題解決過程 



















































































日時：平成 24 年 
10 月 16 日，17 日，18 日 
調査時間：約 30 分 
対象：分数の除法が既習の小学校第 6 学年 













題 2 について紹介し，深く考察していく。 






























































 (2)「まず，2÷2/3 という計算で，1L で塗
れるペンキの面積を求めた。」 
 
イ. 最初の計算で 1 ㎡の面積を塗るのに使 
うペンキの量を求めたと記述されている 
(1)「まず，5÷2/3 という計算で 1 ㎡の面
積を塗るのに使うペンキの量を求めた。」 
 (2)「まず，2÷2/3 という計算で 1 ㎡の面 
積を塗るのに使うペンキの量を求めた。」 




(1)「まず，5 ㎡を 2/3L で割った。」 













カ. 計算手順の説明のみ  
(1)「まず，5÷2/3 をした。分数の割り算
は逆数にしてかければいいから，5÷
2/3=5×3/2=15/2 になる。それを 2 倍し
て 15。」 
 (2)「まず，2÷2/3 をした。分数の割り算 
  は逆数にしてかければいいから，2÷ 

























































 ア イ ウ エ オ カ キ 計 
問題 2(1) 19 19 9 0 6 14 11 78 
問題 2(2) 10 3 10 16 9 14 16 78 
 








は，問題 2(1)では 19 名と比較的に多く，問
























問題 2(3)において，「ペンキ 1L 当たりで塗
れる面積を求めるから」という記述をしてい
る児童が 1 名いた。よってこの 2 名は，問
題 2(1)において，最初の計算が何を求めてい
るものなのかを理解できていると考えられ











 (エ)の考え方は，最初の計算が 2 量の倍関
係を求めていると考えたものであり，問題
2(2)における正答である。この考え方をした













していた児童は 7 名で，問題 2(2)のみ正答し














6 名，問題 2(2)においては 9 名いた。この考
え方で多かったものは，最初の計算が「5/3L













ものである。問題 2(1)においては 14 名，問

















2(1)での正答者は 19 名，同種の 2 量の倍関


































































A と A′および a と a′であり，この表にお
いて言えば横の関係である。それに対し，異




























































使うペンキの量(L) A A′ 
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